
令和４年度地域ケアシステム検討委員会

―「話す」「書く」「見る」「考える」の480分 

令和４年度の地域ケアシステム検討委員会
は、 地域福祉計画、地域福祉推進計画でめ
ざす“芦屋の地域福祉”を念頭に置きながら、
さまざまな地域福祉活動が「これまでの取り
組みによってあげた成果」を会議内で評価し
た。
また、今後の課題や目標、それらを達成す
るために必要な体制や会議のあり方を検討
することを年間テーマに設定。
１回の会議を120分、合計4回、計480分の
ワークショップで構成。
設定したテーマについて、ペアワーク（２人
組でのセッション）で互いの意見を出し合い、
それらを付箋に書き出したり、スマホで入力
したりし、それらをホワイトボードやweb上で
共有し、その後に全体で意見交換を実施す
るスタイル。
当初は「会議についていくのに必死」「すご
く頭を使って疲れた」といった意見もあったが、
「だんだん慣れてきた」「いろんな意見を出し
合えて面白い」といった感想も述べられた。
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